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桧
尾
川
（
ひ
お
が
わ
） 

 
成
合
谷
の
南
端
で
、
安
満
山

と
紅
茸
山
と
の
間
の
狭
隘
部
と

南
北
方
向
に
切
っ
て
淀
川
底
部

に
顔
を
だ
し
た
桧
尾
川
は
、
そ

こ
で
急
に
流
路
を
南
東
に
変
え
、

安
満
山
の
南
麓
に
沿
っ
て
山
手

町
と
萩

之
庄
と

の
境
界

ま
で
山

麓
線
に

沿
っ
て

曲
流
し

た
の
ち
、

ふ
た
た

び
流
路

を
南
に

転
じ
て

前
島
町

の
南
方

で
淀
川
に
合
流
し
て
い
る
。 

 

こ
の
安
満
山
南
麓
沿
い
に
曲

流
す
る
桧
尾
川
の
現
流
路
は
ほ

ぼ
等
高
線
に
平
行
し
て
お
り
、

本
来
等
高
線
を
切
っ
て
流
れ
る

性
質
を
有
す
る
河
川
の
流
路
と

し
て
は
き
わ
め
て
不
自
然
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

桧
尾
川
の
谷
口
を
頂
点
と
し

て
京
大
農
場
付
近
ま
で
が
同
心

円
上
の
等
高
線
の
存
在
で
あ
り
、

こ
の
地
区
が
往
時
の
桧
尾
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で

有
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
現
在
の
流
路
に
固

定
さ
れ
る
以
前
の
桧
尾
川
は
谷

口
を
出
た
あ
と
南
方
へ
む
か
っ

て
乱
流
し
、
そ
こ
に
土
砂
を
推

積
し
て
小
さ
な
扇
状
地
を
発
達

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
京
大
農
場
を
中
心
と
す
る
安

満
遺
跡
の
数
次
に
わ
た
る
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
桧
尾
川
の
旧

流
路
又
は
そ
の
分
流
と
推
定
さ

れ
る
水
路
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。 

磐
手

い
わ
て

杜 も
り

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

磐
手
公
民
館
か
ら
消
防
署
の

前
を
通
り
山
手
へ
折
れ
、
約
10

分
歩
く
と
堤
防
の
急
坂
を
登
り

檜
尾
川
を
渡
っ
た
処
に
磐
手
杜

神
社
が
あ
り
ま
す
。 

天
児
屋
根
命
ほ
か
３
体
を
祭

神
と
す
る
こ
の
神
社
は
、
天
智

天
皇
の
５
年
、
藤
原
鎌
足
が
こ

の
地
に
勧
請
し
て
安
満
神
社
と

称
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
１２
世
紀

ご
ろ
春
日
社
と
な
り
、
さ
ら
に

明
治
４４
年
に
現
在
の
社
名
に

な
り
ま
し
た
。
春
日
の
名
を
冠

し
た
の
は
当
時
安
満
一
帯
が

奈
良
春
日
大
社
の
荘
園
で
あ

っ
た
た
め
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。 磐

手
杜
神
社
の
神
輿
渡
御

神
事
は
、
高
槻
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。 

毎
年
５
月
５
日
に
執
り
行

わ
れ
、
通
称
「
馬
祭
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。 

そ
の
記
録
は
貞
享
２
年
（
１
６

８
５
）
の
「
村
馬
番
覚
書
」
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、

祭
礼
は
一
ノ
馬
座
と
二
ノ
馬

座
・
三
ノ
馬
座
の
二
座
を
中
心

と
し
た
宮
座
の
氏
子
中
に
よ

る
、
初
夏
の
季
節
の
農
耕
儀
礼

で
あ
る
。 

磐
手
地
区
の
古
い
岩
石
信

仰
の
な
ご
り
と
も
見
ら
れ
る

石
が
こ
こ
磐
手
杜
神
社
に
も

あ
り
ま
す
。
高
槻
城
の
老
臣
長

田
平
八
郎
が
こ
の
社
で
見
つ

け
た
奇
岩
を
持
ち
帰
り
自
己

の
庭
園
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
夜

な
夜
な
「
あ
ま
え
い
の
う 

あ

ま
え
い
の
う
」
と
啼
く
の
で
、

こ
れ
は
霊
石
で
あ
る
と
怖
れ
、

再
び
社
頭
に
返
し
た
と
い
う

「
夜
啼
き
石
」
で
す
。 

道
祖
神

さ
い
の
か
み

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

磐
手
幼
稚
園
の
隣
り
に
、
道

祖
神
神
社
が
あ
り
ま
す
。 

道
祖
神
は
天
照
大
神
よ
り

三
種
の
神
器
を
賜
り
、
日
高
の

高
千
穂
の
峰
へ
案
内
さ
れ
た

神
。
村
の
守
り
神
、
道
案
内
の

神
、
縁
結
び
の
神
、
子
孫
繁
栄
、

交
通
安
全
の
守
護
神
と
さ
れ

て
い
る
。 

【
磐
手
杜
神
社
の
伝
統
行
事

に
つ
い
て 

】 

宮
司
様
の
説
明
よ
り
抜
粋
。 

 

大
阪
府
知
事
か
ら
許
可
を

う
け
て
い
る
神
社
は
、
府
下
で

６３
社
前
後
、高
槻
市
で
春
日
神

社
と
称
す
る
の
は
７
～
８
社

で
あ
る
。
高
槻
市
で
神
主
が
い

て
社
務
所
の
あ
る
と
こ
ろ
は

６
社
と
少
な
い
。
殆
ど
が
兼
務

所
で
あ
る
。 

磐
手
杜
神
社
の
兼
務
神
社
は
、

成
合
の
春
日
神
社
、
塚
原
の
八

幡
宮
、
津
之
江
の
筑
紫
津
神
社
、

ア
ジ
ャ
リ
の
森
稲
荷
神
社
、
芝

生
の
八
幡
神
社
、
山
手
の
春
日

神
社
（
こ
の
春
日
神
社
は
明
治

４４
年
の
太
政
大
臣
布
告
令
に

よ
り
、
一
村
一
神
社
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
独
自
の
春
日
神
社

で
あ
っ
た
の
が
、
磐
手
杜
神
社

に
合
併
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
半
年
後
や
は
り
独
自
で

社
務
を
続
け
た
い
と
府
に
交

渉
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
形
式
上
は
磐

手
杜
神
社
の
境
内
外
の
末
社

と
な
っ
て
い
る
。 

祭
は
５
月
１
日
か
ら
１５
日

迄
あ
っ
た
が
、
本
祭
り
は
５
月

５
日
で
、
当
日
は
子
供
御
輿
、

布
団
太
鼓
が
出
、
大
変
賑
や
か

で
あ
る
。
こ
の
祭
り
は
八
百
年

前
の
平
安
時
代
末
期
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。 

安
満
に
は
、
北
、
中
、
下
の

お
旅
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
神

輿
に
祀
ら
れ
た
神
様
の
御
霊

の
お
休
み
ど
こ
ろ
と
す
る
。 

神
輿
を
先
尊
し
て
い
る
馬
は

３
頭
で
、
夫
々
の
馬
に
少
年
が

乗
る
か
、元
服
す
る
１５
才
の
も

の
が
昔
は
乗
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
今
は
少
子
化
で
年
令

に
制
約
は
な
い
。 

御
神
輿
は
、
平
成
９
年
に
改

修
し
た
が
い
つ
創
ら
れ
た
か

記
録
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
明

治
１５
年
に
今
の
御
神
輿
を
購

入
し
た
記
録
は
あ
る
。
そ
の
御

輿
の
板
囲
い
に
は
天
明
（1785

年
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
神
社
と
お
寺
の
造

り
の
違
い
や
多
く
の
お
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ご
多
忙
中
長
時
間
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

高
槻
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
地
域
：
安
満
地
区 

6月度行事予定 

“万葉いらい恋にかけて歌われたまち：島本町" 
月 日：平成２１年６月１８日（木）  
集合場所 ：阪急水無瀬駅北出口 １３：００ 
順 路：急水無瀬駅→水無瀬神社→水無瀬の滝→天神腰掛石→焼け残り

の表門→宗鑑井→山門不入碑→国界碑→離宮八幡宮→阪急山崎駅 
そ の 他：ふるさと島本案内ボランティアの会の方に案内して頂きます。 

２）水無瀬神社の住職には話をしています。 

３）一般参加者歓迎です。 

４）名札をお持ち下さい。 

5月度行事予定 

“高槻の歴史を今に伝える地域：下田部地区" 
月 日：平成２１年５月２１日（木）  
集 合 場 所：ＪＲ高槻駅南（②③乗場）１２：４５（12:48発）富田団地行き 

順 路：ＪＲ高槻駅南→下田部バス停下車→札所→一念寺→ 
天満神宮→大将軍神社→サポートセンター→阪急高槻 

そ の 他：一念寺では住職にお話をお願いしています 
。 

３）一般参加者歓迎です。 

百年 


